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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月6日(2021.5.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８２】
　本開示の主題は、特定の実施形態を参照することによって詳細に記載されている。ある
実施形態の構成要素または特徴についてのいかなる詳述も、その構成要素または特徴が、
特定の実施形態または任意の他の実施形態に不可欠であることを必ずしも示唆するもので
はないことを理解されたい。さらに、特許請求される主題の趣旨および範囲から逸脱する
ことなく、記載の実施形態に様々な変更および変形がなされ得ることは、当業者に明らか
であるはずである。
　以下、本発明の好ましい実施形態を項分け記載する。
　実施形態１
　第１の流動接触分解（ＦＣＣ）ユニットおよび第２のＦＣＣユニットを有するシステム
を操作して、炭化水素供給流から生成物を生成するための方法であって、
　前記炭化水素供給流を供給物分離器に導入することと、
　前記炭化水素供給流を、供給物分離器内で低沸点留分と高沸点留分とに分離することと
、
　前記高沸点留分を前記第１のＦＣＣユニットへと通過させることと、
　前記低沸点留分を第２のＦＣＣユニットへと通過させることであって、前記第１のＦＣ
Ｃユニットおよび前記第２のＦＣＣユニットが、順流ＦＣＣユニットである、通過させる
ことと、
　第１の触媒の存在下、５００℃～７００℃の第１の分解温度で、前記第１のＦＣＣユニ
ット内で前記高沸点留分の少なくとも一部分を分解して、第１の分解反応生成物および使
用済みの第１の触媒を生成することと、
　第２の触媒の存在下、５００℃～７００℃の第２の分解温度で、前記第２のＦＣＣユニ
ット内で前記低沸点留分の少なくとも一部分を分解して、第２の分解反応生成物および使
用済みの第２の触媒を生成することと、
　前記使用済みの第１の触媒の少なくとも一部分または前記使用済みの第２の触媒の一部
分を、前記第１のＦＣＣユニットまたは前記第２のＦＣＣユニットへと通過させることと
、
を含む、方法。
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　実施形態２
　前記炭化水素供給流が、原油を含む、実施形態１に記載の方法。
　実施形態３
　前記第１のＦＣＣユニットおよび前記第２のＦＣＣユニットが、高過酷度流動接触分解
（ＨＳＦＣＣ）ユニットである、実施形態１に記載の方法。
　実施形態４
　前記第１のＦＣＣユニット内および前記第２のＦＣＣユニット内の触媒対炭化水素の重
量比が、５超であり、前記第１のＦＣＣユニット内および前記第２のＦＣＣユニット内の
滞留時間が、３秒未満である、実施形態３に記載の方法。
　実施形態５
　再生ゾーン内で、前記使用済みの第１の触媒の非再循環部分および前記使用済みの第２
の触媒の非再循環部分を再生して、再生触媒を生成することをさらに含む、実施形態１に
記載の方法。
　実施形態６
　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分を、前記第１のＦＣＣユニット、前
記第２のＦＣＣユニット、または前記第１のＦＣＣユニットおよび前記第２のＦＣＣユニ
ットへと通過させることを含む、実施形態１に記載の方法。
　実施形態７
　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分を、前記第１のＦＣＣユニットへと
通過させることを含み、前記第１の触媒が、前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも
一部分と、前記再生触媒とを含み、前記第２の触媒が、前記再生触媒を含む、実施形態１
に記載の方法。
　実施形態８
　前記第１の触媒が、１：９９～９９：１、１０：９０～９０：１０、または２５：７５
～７５：２５の、前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分対前記再生触媒の重
量比を含む、実施形態７に記載の方法。
　実施形態９
　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分対前記第１の触媒中の前記再生触媒
の重量比を調整することによって、前記第１のＦＣＣユニット内の前記第１の触媒の触媒
活性または前記第１のＦＣＣユニット内の第１の分解温度を制御することをさらに含む、
実施形態７に記載の方法。
　実施形態１０
　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分を前記第２のＦＣＣユニットへと通
過させることを含む、実施形態１に記載の方法。
　実施形態１１
　前記第２の触媒が、前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分と、前記再生触
媒とを含む、実施形態１０に記載の方法。
　実施形態１２
　前記第２の触媒が、１：９９～９９：１、１０：９０～９０：１０、または２５：７５
～７５：２５の、前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分対前記再生触媒の重
量比を含む、実施形態１１に記載の方法。
　実施形態１３
　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分対前記第２の触媒中の前記再生触媒
の重量比を調整することによって、前記第２のＦＣＣユニット内の前記第２の触媒の触媒
活性または前記第２のＦＣＣユニット内の第２の分解温度を制御することをさらに含む、
実施形態１１に記載の方法。
　実施形態１４
　前記第２のＦＣＣユニットの第２の分解反応ゾーンの上流に位置付けられた第２の混合
ゾーン内で、前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分と、前記再生触媒と、前
記低沸点留分とを混合することをさらに含む、実施形態１１に記載の方法。
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　実施形態１５
　前記使用済みの第２の触媒の少なくとも一部分を、前記第１のＦＣＣユニット、前記第
２のＦＣＣユニット、または前記第１のＦＣＣユニットおよび前記第２のＦＣＣユニット
へと通過させることを含む、実施形態１に記載の方法。
　実施形態１６
　前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分を、前記第２のＦＣＣユニットへと
通過させることを含み、前記第２の触媒が、前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも
一部分と、前記再生触媒とを含む、実施形態１５に記載の方法。
　実施形態１７
　前記第２の触媒が、１：９９～９９：１、１０：９０～９０：１０、または２５：７５
～７５：２５の、前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分対前記再生触媒の重
量比を含む、実施形態１６に記載の方法。
　実施形態１８
　前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分対前記第２の触媒中の前記再生触媒
の重量比を調整することによって、前記第２のＦＣＣユニット内の前記第２の触媒の触媒
活性または前記第２のＦＣＣユニット内の前記第２の分解温度を制御することをさらに含
む、実施形態１６に記載の方法。
　実施形態１９
　前記第２のＦＣＣユニットの第２の分解反応ゾーンの上流に位置付けられた第２の混合
ゾーン内で、前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分と、前記再生触媒と、前
記低沸点留分とを混合することをさらに含む、実施形態１６に記載の方法。
　実施形態２０
　前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分を、前記第１のＦＣＣユニットへと
通過させることを含み、前記第１の触媒が、前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも
一部分と、前記再生触媒とを含む、実施形態１に記載の方法。
　実施形態２１
　前記第１の触媒が、１：９９～９９：１、１０：９０～９０：１０、または２５：７５
～７５：２５の、前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分対前記再生触媒の重
量比を含む、実施形態２０に記載の方法。
　実施形態２２
　前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分対前記第１の触媒中の前記再生触媒
の重量比を調整することによって、前記第１のＦＣＣユニット内の前記第１の触媒の触媒
活性または前記第１のＦＣＣユニット内の前記第１の分解温度を制御することをさらに含
む、実施形態２１に記載の方法。
　実施形態２３
　前記第１の分解反応生成物または前記第２の分解反応生成物が、エチレン、プロペン、
ブテン、またはペンテンのうちの１つ以上を含む、実施形態１に記載の方法。
　実施形態２４
　オレフィンを生成するための方法であって、
　炭化水素材料を、低沸点留分と高沸点留分とに分離することと、
　第１の触媒の存在下、５００℃～７００℃の第１の分解温度で、前記高沸点留分の少な
くとも一部分を分解して、第１の分解反応生成物および使用済みの第１の触媒を生成する
ことと、
　第２の触媒の存在下、５００℃～７００℃の第２の分解温度で、前記低沸点留分の少な
くとも一部分を分解して、第２の分解反応生成物および使用済みの第２の触媒を生成する
ことと、
　前記第１の分解反応生成物の少なくとも一部分を、前記使用済みの第１の触媒から分離
することと、
　前記第２の分解反応生成物の少なくとも一部分を、前記使用済みの第２の触媒から分離
することと、
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　前記使用済みの第１の触媒の第１の部分と再生触媒とを組み合わせて、前記第１の触媒
または前記第２の触媒を生成することと、
　前記第１の分解反応生成物および前記第２の分解反応生成物を回収することと、
を含む、方法。
　実施形態２５
　原油からオレフィンを生成するためのシステムであって、
　順流分解反応ゾーンである第１の分解反応ゾーンを含む、第１のＦＣＣユニットと、
　前記第１のＦＣＣユニットの下流にある、第１の分離ゾーンと、
　前記第１のＦＣＣユニットに平行しており、かつ順流分解反応ゾーンである第２の分解
反応ゾーンを含む、第２のＦＣＣユニットと、
　前記第２のＦＣＣユニットの下流にある、第２の分離ゾーンと、
　前記第１の分離ゾーンおよび前記第２の分離ゾーンの下流にあり、かつ前記第１の分離
ゾーンおよび前記第２の分離ゾーンに流体的に連結されている、再生ゾーンと、
　前記第１の分離ゾーンまたは前記第２の分離ゾーンを、前記第１のＦＣＣユニット、前
記第２のＦＣＣユニット、または前記第１のＦＣＣユニットおよび前記第２のＦＣＣユニ
ットに流体的に連結している、触媒再循環と、
を備える、システム。
　実施形態２６
　流入口、高沸点留分の流出口流、および低沸点留分の流出口流を有する供給物分離器を
さらに備え、前記高沸点留分の流出口流が、前記第１のＦＣＣユニットに流体的に連結さ
れており、前記低沸点留分の流出口流が、前記第２のＦＣＣユニットに流体的に連結され
ている、実施形態２５に記載のシステム。
　実施形態２７
　前記触媒再循環が、前記第１の分離ゾーンを、前記第１のＦＣＣユニット、前記第２の
ＦＣＣユニット、または前記第１のＦＣＣユニットおよび前記第２のＦＣＣユニットの両
方に流体的に連結する、実施形態２５に記載のシステム。
　実施形態２８
　前記触媒再循環が、前記第２の分離ゾーンを、前記第１のＦＣＣユニット、前記第２の
ＦＣＣユニット、または前記第１のＦＣＣユニットおよび前記第２のＦＣＣユニットの両
方に流体的に連結する、実施形態２５に記載のシステム。

【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の流動接触分解（ＦＣＣ）ユニットおよび第２のＦＣＣユニットを有するシステム
を操作して、炭化水素供給流から生成物を生成するための方法であって、
　前記炭化水素供給流を供給物分離器に導入することと、
　前記炭化水素供給流を、供給物分離器内で低沸点留分と高沸点留分とに分離することと
、
　前記高沸点留分を前記第１のＦＣＣユニットへと通過させることと、
　前記低沸点留分を第２のＦＣＣユニットへと通過させることであって、前記第１のＦＣ
Ｃユニットおよび前記第２のＦＣＣユニットが、順流ＦＣＣユニットである、通過させる
ことと、
　第１の触媒の存在下、５００℃～７００℃の第１の分解温度で、前記第１のＦＣＣユニ
ット内で前記高沸点留分の少なくとも一部分を分解して、第１の分解反応生成物および使
用済みの第１の触媒を生成することと、
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　第２の触媒の存在下、５００℃～７００℃の第２の分解温度で、前記第２のＦＣＣユニ
ット内で前記低沸点留分の少なくとも一部分を分解して、第２の分解反応生成物および使
用済みの第２の触媒を生成することと、
　前記使用済みの第１の触媒の少なくとも一部分または前記使用済みの第２の触媒の一部
分を、前記第１のＦＣＣユニットまたは前記第２のＦＣＣユニットへと通過させることと
、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記炭化水素供給流が、原油を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＦＣＣユニットおよび前記第２のＦＣＣユニットが、高過酷度流動接触分解
（ＨＳＦＣＣ）ユニットであり、前記第１のＦＣＣユニット内および前記第２のＦＣＣユ
ニット内の触媒対炭化水素の重量比が、５超であり、前記第１のＦＣＣユニット内および
前記第２のＦＣＣユニット内の滞留時間が、３秒未満である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　再生ゾーン内で、前記使用済みの第１の触媒の非再循環部分および前記使用済みの第２
の触媒の非再循環部分を再生して、再生触媒を生成することをさらに含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＦＣＣユニットの第１の分解反応ゾーンの上流に位置付けられた第１の混合
ゾーン内で、前記使用済みの第１の触媒の少なくとも一部分または前記使用済みの第２の
触媒の少なくとも一部分と、前記再生触媒と、前記高沸点留分とを混合することをさらに
含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分を、前記第１のＦＣＣユニットへと
通過させることを含み、前記第１の触媒が、前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも
一部分と、前記再生触媒とを含み、前記第２の触媒が、前記再生触媒を含み、前記第１の
触媒が、１：９９～９９：１の、前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分対前
記再生触媒の重量比を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分対前記第１の触媒中の前記再生触媒
の重量比を調整することによって、前記第１のＦＣＣユニット内の前記第１の触媒の触媒
活性または前記第１のＦＣＣユニット内の第１の分解温度を制御することをさらに含む、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分を、前記第１のＦＣＣユニットへと
通過させることを含み、前記第１の触媒が、前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも
一部分と、前記再生触媒と、１：９９～９９：１の、前記使用済みの第２の触媒の前記少
なくとも一部分対前記再生触媒の重量比とを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分対前記第１の触媒中の前記再生触媒
の重量比を調整することによって、前記第１のＦＣＣユニット内の前記第１の触媒の触媒
活性または前記第１のＦＣＣユニット内の前記第１の分解温度を制御することをさらに含
む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のＦＣＣユニットの第２の分解反応ゾーンの上流に位置付けられた第２の混合
ゾーン内で、前記使用済みの第１の触媒または前記使用済みの第２の触媒の前記少なくと
も一部分と、前記再生触媒と、前記低沸点留分とを混合することをさらに含む、請求項４
に記載の方法。
【請求項１１】
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　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分を前記第２のＦＣＣユニットへと通
過させることを含み、前記第２の触媒が、
 前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分と、前記再生触媒と、
 １：９９～９９：１の、前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分対前記再生
触媒の重量比と、
を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記使用済みの第１の触媒の前記少なくとも一部分対前記第２の触媒中の前記再生触媒
の重量比を調整することによって、前記第２のＦＣＣユニット内の前記第２の触媒の触媒
活性または前記第２のＦＣＣユニット内の第２の分解温度を制御することをさらに含む、
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分を、前記第２のＦＣＣユニットへと
通過させることを含み、前記第２の触媒が、前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも
一部分と、前記再生触媒と、１：９９～９９：１の、前記使用済みの第２の触媒の前記少
なくとも一部分対前記再生触媒の重量比とを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記使用済みの第２の触媒の前記少なくとも一部分対前記第２の触媒中の前記再生触媒
の重量比を調整することによって、前記第２のＦＣＣユニット内の前記第２の触媒の触媒
活性または前記第２のＦＣＣユニット内の前記第２の分解温度を制御することをさらに含
む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の分解反応生成物または前記第２の分解反応生成物が、エチレン、プロペン、
ブテン、またはペンテンのうちの１つ以上を含む、請求項１から１４のいずれか１項に記
載の方法。
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